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野中至（到・1867～1955）・千代子（1871～1923）

夫妻により初めて試みられた富士山頂での冬季気象

観測で得られたのち最近まで存在が公になっていな

かった時・日別観測値の一部と考えられるものを野

中夫妻遺品の中に確認したことを報告した（2019 秋

季大会 P433）。この観測値について検討を進めた。

観測資料は手書きで浄書したもので、気温、気圧、

風向・風速、天気の２時間毎、日最高・日最低気温

（24 時日界）日別観測値が表形式で記載されている。 
ここでは天気を中心に記す。中央気象台に提出し

た復命書とされる『富士山気象観測報文』（『地学雑

誌』1896 年 8-10 月。以下「報文」）のほか下山直後

1 月の『気象集誌』掲載『富士山頂寒中滞在概況』（以

下「概況」）と観測記録を対比させて述べる。 
天気は 1895 年 10 月 1 日 02 時から 12 月 22 日 10

時まで 2 時間ごとの観測値が一つの抜けもなく記録

されている。記された天気は Clear、Fair、Cloudy、
Fog、Rain、Snow の 6 種である。観測については、

観測所の扉が閉ざされ外に出られず、窓越しに観測

したと述べられている（「報文」）がその具体的期間

は明らかでない。「報文」では氷雪に閉ざされたとず

るが、「概況」では扉のトラブルが示唆される。「報

文」では言及が避けられているが、「概況」では千代

子も観測を行ったことが明言されている。千代子は

雲形雲量の観測は欠測したことが示唆される。 
月ごとの天気の頻度分布を第 1 図に示す。比較の

ため富士山測候所での近年（1991-1994 年、09・12・
15 時）の観測値も示す。近年の観測例でもこれら 6
種類以外の天気の観測例は僅かである。10 月から 12
月に向かい降水頻度が減少し、晴天の頻度が増える。

至も「十月中旬まては霧雨及ひ雪の降ること比較的

多かりしか爾後は雨は勿論霧雪の如き甚た少なく雲

すら我頭上に現はるゝこと稀有にして晝夜共に多く

は晴朗なりし」（「報文」）と述べ、「概況」も同様で

ある。他方、新聞には下山直後の至が「雪は十月初

めより降り初め毎日吹雪となりて晴れたる天気と云

ふは殆ど稀れなり」と語ったとされる記事がある

（1896 年 1 月 2 日報知新聞『富士の靈秘（野中氏夫

妻の直話）』）。最初の雪は 10 月 4 日に観測されてい

るが、雪の頻度は一番多い 10 月でも 10%未満であ

る。地吹雪を吹雪と認識した可能性もあるが、測候

所の近年の観測でも地吹雪はほとんど観測されてい

ない。観測資料未集計の段階での印象を「想ひ出つ

るまゝ」（同新聞）に語ったためか、記者の先入観に

よる歪曲なのか不明である。 
観測に重要なのは時刻である。観測に使われた時

計について記されたものが見当たらないが、時刻校

正については当初は沼津測候所と定時に光通信（回

光儀）で校正を行う計画であった。これは強風によ

る作業困難のため断念し、日時計によることとした

と記述される。晴天日が多かったことは日時計の利

用には有利であったと思われる。 
一部の資料のみ紹介したが、文献資料の間に不一

致がみられる中で、存在が確認された気象観測資料

は自然現象の記録として貴重であるにとどまらず、

歴史史料としても高品質な一次資料として利用可能

である。他の観測資料も詳細に検討して 1895 年富士

山頂気象観測の実態を明らかにしていく。 
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第1図 天気の頻度。1895年(a)10月(b)11月(c)12月(1-22
日）と富士山測候所 1991-1994 年(d)10 月(e)11 月(f)12
月。others は霧雨、みぞれ、あられ。1991-1994 年は全
雲量が 1 以下を快晴，2 以上 8 以下を晴とする。1895 年
は晴は 3 以上 7 以下と考えられるほか、霧の定義も今日
とは異なる。1991-1994 年は他の現象がないとき雲量 9
以上の場合は見かけ上の最多雲量が絹雲，絹積雲，絹層
雲及びこれらの組合せによる場合を薄曇、その他の雲に
よる場合曇としているが cloudy にまとめた。 
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